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シリーズ～町民の健康を守る

　「まちの病院」 の在り方を考える～

操法大会で優勝を飾った下白川チーム。
表紙の内容は「まちトピ」で紹介しています！

第２回
P. ２～５
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シリーズ  ～町民の健康を守る「まちの病院」の在り方を考える～

特集 病院に求めるもの第２回

　開設から 68年目を迎える最上病院は、町民の健康を守る「まちの病院」として、運営しています。
　前回のシリーズでは、人口減少、少子高齢化の影響で病院を利用する患者様の減少や、医療従事者な
どのスタッフ不足、町一般会計からの負担金増等の、様々な問題に直面している現状をお伝えしました。
今回は町民アンケートの続きと、外部の医療機関、介護施設が最上病院に求めているものをお伝えします。

　
今
年
２
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
、
無
作
為
に
選
ん
だ
８

０
０
人
の
町
民
の
皆
様
を
対

象
に
「
町
民
意
識
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
前
回
に
引

き
続
き
、
そ
の
結
果
を
お
伝

え
し
ま
す
。
お
忙
し
い
な
か
、

本
調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
に
、
紙
面
を

通
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
病
院
運
営
で
は
、

患
者
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
診
療
科
を
設
け
、
日
々
医

療
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
と
、
質
を
低
下
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
は
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
下
記
の
表
は
、
町
一
般
会

計
か
ら
繰
出
す
「
４
億
５
千

万
」
に
つ
い
て
町
民
の
方
々

が
ど
う
考
え
て
い
る
か
に
つ

い
て
の
調
査
結
果
で
す
。

「
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す

る
た
め
、
ま
た
は
、
充
実
さ

せ
る
た
め
に
は
財
政
負
担
は

必
要
で
あ
る
」
と
回
答
さ
れ

た
方
は
６
割
を
超
え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
規
模
を
縮
小
し

財
政
負
担
を
減
ら
し
た
方
が

よ
い
」
と
考
え
て
い
る
方
も

１
割
未
満
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

町民意識調査 ①　「繰入金についての考え」

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

現在の医療サービスを維持するため
には町の財政負担は必要である
医療サービスを充実させるためには
財政負担を増やすことも必要である
規模を縮小し財政負担を減らした方
がよい

町からの財政負担は必要である

無回答

その他

わからない

9.5％

1.9％

16.4％

1.0％

7.9％

20.9％

42.4％

0％

5％

10％

15％

20％

25％
20.3％

6.8％

15.3％

4.1％5.1％
6.8％

5.1％5.1％ 4.1％4.1％

22.9％

職
員
の
患
者
（
家
族
）

対
応
の
改
善

最
上
病
院
存
続
の

必
要
性

診
療
科
の
新
設
希
望

病
院
へ
の
感
謝

夜
間
・
休
日
診
療
、

救
急
外
来
の
充
実

送
迎
サ
ー
ビ
ス
等
交
通

手
段
確
保
の
必
要
性

病
院
改
革
の
必
要
性

診
察
時
間
・
会
計
時
間

短
縮
の
必
要
性

診
療
科
の
維
持
・
充
実

の
必
要
性

医
師
の
確
保
及
び
医
師

の
技
術
力
の
向
上

そ
の
他

近隣の医療機関や介護事業所が求めるもの

　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
後
は
、
回

答
者
か
ら
自
由
に
記
述
し
て
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。
自
由

記
述
を
上
記
の
棒
グ
ラ
フ
の
項
目
に

分
類
し
ま
し
た
。
回
答
数
は
１
１
８

件
で
す
。
一
番
多
か
っ
た
項
目
は

「
患
者
様
に
対
す
る
職
員
の
対
応
」

で
２
割
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
病
院
の
必
要
性
に
つ
い

て
も
「
近
く
に
あ
っ
て
助
か
る
」
や

「
救
急
医
療
は
続
け
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
大
変
あ
り
が
た
い
回
答
も
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
通
院
す
る
た
め
の
交
通

の
便
に
つ
い
て
、
不
安
を
感
じ
て
い

る
ご
意
見
も
目
立
ち
ま
し
た
。
「
遠

く
の
病
院
へ
運
転
し
て
い
く
こ
と
が

出
来
な
く
な
っ
た
場
合
は
心
配
」
な

ど
や
、
地
域
公
共
交
通
に
対
す
る
何

ら
か
の
対
応
を
求
め
る
ご
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
関
連
す
る
回
答
で
は

「
最
上
病
院
が
無
く
な
り
、
新
庄
市

内
の
病
院
に
入
院
と
な
る
と
患
者
も

家
族
も
困
る
。
お
金
は
か
か
っ
て
も

町
か
ら
病
院
は
無
く
さ
な
い
で
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
貴
重
な
ご
意
見
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
で
は
、
分
類
で
き
な
い
回

答
が
27
件
あ
り
ま
し
た
。
ご
回
答
い

た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆
様
に
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
、
経
営
強
化
プ
ラ

ン
策
定
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見

等
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
小
児
科
、
皮
膚
科
、
産
科
等
）

町民意識調査 ②　「病院に求めるもの」

　
地
域
医
療
は
、
最
上
病
院
だ
け
で
行
な
う

も
の
で
は
な
く
、
近
隣
の
医
療
機
関
や
介
護

施
設
と
密
接
な
連
携
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
、

円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
2
月
の

上
旬
に
実
施
し
た
、
外
部
の
医
療
機
関
・
施

設
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
こ
れ
ら
の

事
業
所
が
最
上
病
院
に
期
待
す
る
機
能
、
求

め
る
役
割
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
し
た
。

20
個
の
設
問
に
対
し
て
、
大
変
貴
重
な
ご

意
見
等
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ご
回
答
い

た
だ
い
た
事
業
所
の
方
々
に
は
紙
面
を
通
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
最
上
病
院
に
求
め
る

役
割
と
今
後
の
病
院
と
し
て
の
機
能
に
つ
い

て
の
ご
意
見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽調査数 １２施設　
▽回収率　　１００％
▽回答数　１２施設

・質問数　
　全２０項目

質問
２０

Ｑ
．
町
で
は
︑
最
上
病
院

に
毎
年
４
億
５
千
万
円
前

後
の
運
営
資
金
を
繰
入
し

て
い
ま
す
︒
病
院
の
医
療

サ
ー
ビ
ス
と
照
ら
し
た
際

に
︑
町
か
ら
病
院
へ
の
財

政
負
担
に
つ
い
て
︑
今
後
︑

ど
の
よ
う
に
行
な
っ
て
い

く
べ
き
か
あ
な
た
の
考
え

に
近
い
も
の
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
︒

Ｑ．これまでの質問以外にご意見
ございましたら教えてください。

・調査対象
　本町内及び新庄市内の
　連携医療機関、本町内
　の介護事業所
　　　　　　　　計１２施設

外
部
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施 有効回答者数

４８３名

自由記載での回答

１１８件
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最上病院で一緒に働きませんか？

私たちと一緒に

働きましょう！！

最上病院医療職員採用試験 （随時募集）

・作文試験

・面接試験

◇採用職種と人数

薬剤師

看護師

准看護師

採用予定

者数

１名

９名

採用職種

◇試験内容

　当院では、医療スタッフを随時募集しています。

地域医療を頑張りたい方、是非ご応募ください。

◇給与等について

職　種

薬剤師

看護師

准看護師

給与表

医療２

医療３

医療３

新卒初任給額

216,600 円～

207,800 円～

171,800 円～

扶養手当、通勤手当、住居手当、期末・勤勉手当、寒冷地手当、宿

日直手当、特殊勤務手当【深夜勤務 3,550 円／回、準夜勤務 3,100

円／回】、時間外勤務手当が、要件を満たす場合支給されます。

　なお、学歴、その他職歴等一定の条件を満たすことで、初任給額

に加算されます。( 例：看護師免許取得後、看護師経験 5 年の方を採

用する場合の初任給は 239,500 円～です。)　

◇その他手当

詳しくはＨＰをご覧ください！

シリーズ  ～町民の健康を守る「まちの病院」の在り方を考える～

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％

Ｑ
．
最
上
病
院
が
地
域
の
中
で
担
う

べ
き
役
割
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

26.3％

2.6％

13.2％

21.1％

10.5％

13.2％

13.2％

地域のかかりつけ病院としての役
割

地域の医療機関からの検査・診断
での患者紹介を受ける役割

地域の医療機関からの急性期診療
を要する患者紹介を受ける役割

慢性疾患の療養型病院としての役
割

地域包括ケア病床を有し在宅復帰
を支援する役割

地域からの一時的な入院を含む在
宅療養を支援する役割

無回答

　シリーズの最終回では、新たなスタートを切る山形

県立新庄病院のご紹介も含めてお伝え致します。

　病院の特集シリーズは８月号をお休みし、９月号で

お届けいたします。

まちの病院に求めるもの「担うべき役割」

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％

今後の新たな連携・機能再編を考える

Ｑ
．
当
院
の
機
能
再
編
に
つ
い
て
貴
事

業
所
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

指定管理や民間移譲を検討す
べき

周辺医療・介護機関と統合再
編し、機能集約を検討すべき

病床数や診療科の削減を検討
すべき

現状のままでよい

その他

無回答

7.1％

7.1％

28.6％

28.6％

14.3％

14.3％

次回のシリーズは９月号になります。

全３回シリーズの最終回では佐藤病院長

が登場します。

　
外
部
の
医
療
機
関
・
施
設

が
最
上
病
院
に
求
め
て
い
る

機
能
と
し
て
は
、
「
地
域
の

か
か
り
つ
け
病
院
と
し
て
の

役
割
」
が
26
.
3
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
、
「
慢
性
疾

患
の
療
養
型
病
院
と
し
て
の

役
割
」
が
21
.
1
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
他
の
医
療
機
関

か
ら
の
検
査
・
診
断
で
の
患

者
紹
介
を
受
け
る
役
割
、
在

宅
復
帰
に
向
け
た
支
援
や
療

養
型
病
院
と
し
て
の
役
割
へ

の
期
待
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

　
最
上
地
区
の
地
域
医
療
を

担
う
病
院
と
し
て
、
他
の
事

業
所
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
運
営
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
当
院
へ
、
求
め
ら
れ
る
検

討
事
項
と
し
て
多
か
っ
た
の

は
「
周
辺
医
療
・
介
護
機
関

と
統
合
再
編
し
、
機
能
集
約

を
検
討
す
べ
き
」
と
「
現
状

の
ま
ま
で
よ
い
」
と
の
意
見

で
し
た
。
一
部
に
、
「
指
定

管
理
や
民
間
移
譲
を
検
討
す

べ
き
」
と
「
病
床
数
や
診
療

科
の
削
減
を
検
討
す
べ
き
」

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
か
ら
、
回
復
期

や
慢
性
期
医
療
で
、
そ
の
機

能
を
十
分
に
発
揮
し
て
ほ
し

い
と
い
う
事
業
所
が
多
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
今
後
作

成
す
る
予
定
の
「
経
営
強
化

プ
ラ
ン
」
に
は
、
こ
う
し
た

意
見
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
外
部
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

今
後
の
最
上
病
院
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
自
由
に
記

載
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

医
療
機
関
、
介
護
事
業
所

そ
れ
ぞ
れ
ご
紹
介
し
ま
す
。

外
部
ア
ン
ケ
ー
ト

の
意
見
と
提
案

医療機関Ａ
介護事業所Ａ

　患者様が安心し
て来院できるよ
う、また安心して
入院できるよう
に、看護師に接遇
マナーを身に付け
て頂きたい。

　看護師確保が困難な状況において、在
学中から定期的にアプローチを行なう必
要があると考える。もっと有効的に奨学
金を使いながら医療従事者の確保をして
いかなければならない時代だと感じます。

介護事業所Ｂ

　安心して医療を受けられる
施設がなければ町に安心して
住めなくなり、人口減少を加
速させることにもつながる。
　町民に情報提供し、町一体
となった地域医療を守る取り
組みが必要になってきている
と考える。

回答した事業所

全１２件

回答した事業所

全１２件
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きら
り

最上の
子どもたち

シリーズ8８

バスケットボール　ホッケー

バドミントン　　　野球

バレーボール　　　剣道

バレーボール　野球

剣道　　　　　卓球

柔道

参加者　　Ｂ中学柔道部員

どうなる？

これからの部活動と

スポーツ指導の未来

地
区
中
総
体
を
終
え
て

　
中
学
校
３
年
生
の
部
活
動
の
集

大
成
は
何
と
言
っ
て
も
中
総
体
で

す
。（
令
和
５
年
度
地
区
中
学
校

総
合
体
育
大
会
）
前
期
は
６
月
17

日
か
ら
18
日
、
後
期
は
陸
上
大
会

を
メ
イ
ン
に
24
日
か
ら
25
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
の
大
会
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
応
援
や

観
戦
で
き
る
人
数
の
制
限
、
声
を

出
し
て
の
応
援
が
禁
止
さ
れ
る
な

ど
、様
々
な
規
制
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
今
大
会
で
は
、
そ
う
い
っ

た
制
限
が
な
い
中
で
選
手
達
は
競

技
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
結
果
に
つ
い
て
は
勝
負
の
世
界

で
す
の
で
、勝
っ
て
喜
ん
だ
選
手
、

負
け
て
悔
し
涙
を
流
し
た
選
手

様
々
い
ま
し
た
が
、
選
手
、
応
援

す
る
保
護
者
共
に
全
力
で
試
合
に

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

を
迎
え
る
部
活
動

　
現
在
の
中
学
校
の
部
活
動
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
部
活
や
、
吹
奏
楽
等

の
文
化
芸
術
分
野
の
部
活
を
含

め
、
幅
広
く
生
徒
の
興
味
や
関
心

に
沿
っ
た
内
容
で
、
子
ど
も
た
ち

の
心
身
の
育
成
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
は
地
区
か
ら

県
、東
北
そ
し
て
全
国
大
会
へ
と
、

よ
り
上
位
の
大
会
で
の
成
果
を
求

め
る
あ
ま
り
、
長
時
間
の
練
習
、

遠
征
な
ど
の
費
用
的
な
負
担
増

加
、
生
徒
の
健
康
へ
の
影
響
や
、

保
護
者
の
負
担
増
加
な
ど
、
部
活

動
を
取
り
巻
く
問
題
が
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
、

団
体
種
目
で
は
メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ

わ
ず
、
技
術
的
な
指
導
の
で
き
る

学
校
の
教
員
が
確
保
で
き
な
い
な

ど
の
問
題
も
散
見
さ
れ
ま
（
↖
）

す
。
表
１
は
今
年
の
中
学
校
野
球

大
会
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
で
す
。

最
上
地
区
で
は
、
生
徒
数
の
減
少

か
ら
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の
人
数

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
学
校
が
７

校
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
人
数
を
必
要

と
す
る
サ
ッ
カ
ー
競
技
で
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
秋
の
新
人
大
会
で
は
１
、
２
年

生
の
み
の
大
会
と
な
り
、
選
手
数

も
大
き
く
減
る
こ
と
か
ら
、
他
の

種
目
で
も
合
同
チ
ー
ム
が
多
数
出

現
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
も

最
上
地
区
の
部
活
動
を
取
り
巻
く

状
況
は
変
化
し
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

最
上
中
学
校
の
部
活
動

　
さ
て
、
当
町
に
お
け
る
部
活
動

の
生
徒
数
に
つ
い
て
も
見
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
表
２
で
は
、
今
年
度

の
最
上
中
学
校
の
部
活
動
加
入
状

況
を
表
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
ま

で
は
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
」、「
剣

道
部
」も
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

部
員
数
の
減
少
に
よ
り
、
今
年
度

か
ら
休
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、部
活
動
は
任
意
加
入
で
、

未
加
入
者
な
ど
の
部
活
動
に
属
し

て
い
な
い
生
徒
も
い
ま
す
が
、
そ

の
中
に
は
、
最
上
中
学
校
に
は
な

い
種
目
や
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
の

活
動
を
行
な
っ
て
い
る
生
徒
も
い

ま
す
。
よ
り
専
門
的
に
自
分
の
技

術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
あ
え

て
部
活
動
に
所
属
し
て
い
な
い
な

ど
、
様
々
な
理
由
で
未
加
入
と
い

う
選
択
を
す
る
生
徒
も
増
え
て
き

ま
し
た
。

将
来
的
な

部
活
動
の
方
向
性

　
最
上
中
学
校
の
10
年
後
の
生
徒

数
を
み
る
と
、
20
％
ほ
ど
減
少
す

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
生
徒
数
の

減
少
は
教
員
数
に
も
反
映
さ
れ
ま

す
の
で
、
部
活
動
の
顧
問
や
学
校

の
教
員
も
減
少
し
、
活
動
の
困
難

な
部
活
動
が
出
て
く
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
最
上
中
の

み
な
ら
ず
、
全
国
の
中
学
校
で
も

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
文

部
科
学
省
や
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
部

活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
山
形
県
で
も
、
下

記
の
イ
メ
ー
ジ
の
通
り
い
ろ
い
ろ

な
活
動
パ
タ
ー
ン
を
示
し
、
地
域

移
行
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
町
で
も
「
部
活
動
地

域
移
行
検
討
委
員
会
」
を
設
け
、

こ
れ
か
ら
の
部
活
動
の
方
向
性
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
上
・
舟
形

明
倫
・
萩
野

新
庄

大
蔵

金
山
・
戸
沢
・
真
室
川

鮭
川

日
新

最上地区中総体　野球大会トーナメント表表１最上中学校部活動加入状況表表２

１
２

３

４

５

６

７

８
９

２年生 ３年生 合計

野球

サッカー

ソフトテニス

バスケット

ボール

卓球

柔道

スキー

吹奏楽

未加入

女

１年生

男

女

男

女

男

女

アルペン

クロカン

４ １ ３ ８

３ ８ ５ １６

２ ９ ０ １１

２ ６ ７ １５

５ ８ ４ １７

７ ６ ４ １７

８ ７ ５ ２０

３ ３ １ ７

１ ３ ４ ８

１ ０ ０ １

０ １ ０ １

１ ２ ０ ３

１０ ８ ４ ２２

４ ９ １２ ２５

　中総体野球大会に参加した中学校数は 11 校。( 最
上地区の中学校数は 12 校 ) その中で、単独チームで
出場できたのは４チームで、残り７校は合同チーム
での出場。最上中学校は舟形と合同で出場しました。
　優勝したのは金山・戸沢・真室川の合同チームです。

年　度

令和８

令和９

令和１０

令和１１

令和１２

令和１３

生徒総数

１９０人

１８４人

１６２人

１５３人

１３４人

１３８人

部活名

男

山形県が示す部活動、スポーツクラブの広域的な地域移行のイメージ

A町

B町

Ａ町、Ｂ町共に連携をはかり人数が足りない場合は、合同チームとして大会に参加する

A中学校

B中学校

Ａ中学校体育館

Ｂ中学校体育館
部活動

部活動

A町バスケクラブ
（単独型）

指導者　　Ａ中学バスケ

　　　　　　外部指導者

参加者　　Ａ中学バスケ部員

A町バドミントンクラブ（多世代型）

指導者　　地域総合型スポーツ

　　　　　　　　クラブ指導者

参加者　　Ａ中学バド部員　Ｂ中学希望生徒

　　　　　Ａ町小学生　高校生　成人

Ａ町剣道場

A地区剣道クラブ
（AB部活合同型）

指導者

Ａ町剣道連盟会員

参加者

Ａ中学剣道部員

Ｂ中学剣道部員

Ａ中学ホッケー

　　グラウンド

A町ホッケークラブ（県全域型）

指導者

Ａ中学ホッケー外部指導者

参加者　Ａ中学ホッケー部員

　　　　県内の希望する生徒

B町バレークラブ
（AB部活合同型）

指導者　　Ｂ中学バレー外部指導者

参加者　　Ａ中学バレー部員

　　　　　Ｂ中学バレー部員

B町卓球スポ少（既存団体加入型）

指導者　　Ｂ町卓球スポ少指導者

参加者　　Ｂ中学卓球部員

　　　　　Ａ中学希望生徒

　　　　　Ｂ町小学生（スポ少団員）

Ｂ町野球場

AB野球クラブ（AB競技団体連携型）

指導者　　Ａ町野球連盟会員

　　　　　Ａ町野球連盟会員

参加者　　Ａ中学野球部員

　　　　　Ｂ中学野球部員

Ａ町柔道場

A町柔道クラブ（AB合同型）

指導者　　Ｂ町柔道スポ少

　　　　　　　　指導者

　　　　　　　　Ａ中学希望者

連携

臨
め
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
制

限
が
あ
っ
た
大
会
か
ら
比
べ
る

と
、
大
き
な
進
展
だ
っ
た
と
考
え

ま
す
。

　
こ
の
中
総
体
で
上
位
に
入
っ
た

チ
ー
ム
や
個
人
は
、
７
月
に
行
な

わ
れ
る
山
形
県
中
学
校
総
合
体
育

大
会
に
出
場
し
ま
す
。
県
大
会
で

も
最
上
中
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
名
を
県
内
に
轟
か
せ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

地区中総体で優勝を飾った最上中学校サッカー部（白）

（派遣）

（派遣）
（派遣）

（派遣）

（派遣）

と
ど
ろ

最上中学校生徒数の予測
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集 支 員落 援 よだ り

富沢地区

遊佐　忠孝　支援員

下記ＱＲコード
でＳＮＳをご覧
ください！

こんにちは！今月号は張です！

地域おこし協力隊通信
　　６
月
28
日
か
ら
台
湾
の
方
を
対

象
に
「
最
上
町
文
化
体
験
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
ツ
ア
ー
は
初
め
て
自
分
で
企
画

し
た
の
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
あ
り
、
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　参
加
者
は
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

や
そ
ば
打
ち
体
験
、
浴
衣
の
着
付

け
や
ア
ス
パ
ラ
の
収
穫
な
ど
最
上

町
な
ら
で
は
の
体
験
を
し
、
他
の

ツ
ア
ー
と
は
違
う
体
験
型
の
ツ

ア
ー
を
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し

た
。

　　ツ
ア
ー
中
の
写
真
は
私
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

５
泊
６
日
の
最
上
町
文
化

体
験
ツ
ア
ー
で
達
成
感
！

　　６
月
５
日

(
月
)
に
、
旧
富
沢
小
学

校
体
育
館
で
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
空
き

校
舎
有
効
活
用
の
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

富
沢
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、
健
康
福
祉

推
進
委
員
、
有
志
一
同
23
名
の
皆
さ
ん
に

お
集
ま
り
頂
き
、
今
年
度
は
社
会
福
祉
協

議
会
の
板
垣
健
康
運
動
指
導
員
に
よ
る
健

空
き
校
舎
有
効
活
用
で

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

アスパラの収穫体験をする台湾の方々

康
体
操
指
導
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
「
モ
ル
ッ
ク
競
技
」
を
体
験
し
て

頂
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
「
ボ
ッ
チ
ャ

競
技
」
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
「
モ
ル
ッ
ク
競
技
」
を

中
心
に
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
は
、
８
月
７
日

(
月
)
、

９
月
４
日
(
月
)
、10
月
２
日
(
月
)

の
日
程
で
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
参
加
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　　「
モ
ル
ッ
ク
競
技
」
と
は
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
伝
統
的
な
ゲ
ー
ム
を
元
に

１
９
９
６
年
に
開
発
さ
れ
た
、
比
較

的
新
し
い
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
子
供
も
大
人
も
、
老
若
男
女

が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　　母
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
サ
ウ

ナ
と
ビ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
競
技

す
る
、
気
軽
で
魅
力
的
な
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
ル
ー
ル
は
、
モ
ル
ッ
ク
と

呼
ば
れ
る
棒
を
投
げ
て
、
ス
キ
ッ
ト

ル
と
い
う
１
～
12
の
番
号
が
書
か
れ

て
い
る
標
的
を
倒
し
、
本
数
又
は

表
示
さ
れ
た
点
数
を
足
し
て
、
先

に
50
点
ピ
ッ
タ
リ
に
な
っ
た
チ
ー
ム
が

勝
ち
の
簡
単
な
ゲ
ー
ム
で
す
。

　　皆
さ
ん
も
是
非
一
度
体
験
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
旧
富

沢
小
学
校
体
育
館
で
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

健康体操を行なっている様子

令和５年度　地区中学校総合体育大会

【サッカー】

第１試合

対　萩野・戸沢合同　７－０　〇

第２試合

対　日新中学校　　　８－０　〇

第３試合

対　舟形中学校　　　８－０　〇

第４試合

対　真室川中学校　　５－２　〇

地区大会優勝　県大会へ出場

【柔道団体】

男子団体戦

準決勝

対　日新中学校　５勝０敗　　　〇

決勝戦

対　明倫学園　　４勝０敗１分　〇

地区大会優勝　県大会へ出場

【柔道男子】

個人の成績

５０ｋｇ級　　　優　勝　　黒坂　楓

６０ｋｇ級　　　第２位　　柴崎　蓮

９０ｋｇ級　　　優　勝　　星川　龍太

９０ｋｇ級　　　第２位　　阿部　勇真

９０ｋｇ超級　　優　勝　　菅　　柚月

９０ｋｇ超級　　第２位　　髙橋　侑太郎

県大会に出場するチーム、 個人の方、 大変おめでとうございます！

ますますのご活躍をご期待申し上げます！

（※県大会に出場する団体種目と個人の方々のみ、 中総体の結果をお知らせしています）

【陸上競技男子】

走幅跳び　　　　第４位　　後藤　天羽

走高跳び　　　　第４位　　中島　倖大

砲丸投げ　　　　第４位　　大澤　樹

【陸上競技女子】

２・３年生

１５００ｍ　　　第４位　　柴崎妃奈乃

共通８００ｍ　　第３位　　柴崎妃奈乃

※下記の選手が県大会へ出場します
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Wellnessmessageウエルネスメッセージ　Vol.8３最上町健康センター　　　（健康福祉課／☎４３－３１１７）

国民健康保険・後期高齢者医療制度に関するお知らせ

　国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入されている方の現在使用している「被保険者証」
及び「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」の有効期限は７月３１日までです。

被保険者証を郵送します！
　「国民健康保険被保険者証」「国民健康保険被保険者証

兼高齢受給者証」の新しい色は薄橙色、

「後期高齢者医療被保険者証」の新しい色は桃色です。現

在使用している被保険者証の有効期限は７月３１日と

なっております。

　８月１日から使用する被保険者証は７月下旬に郵送致

します。新しい被保険者証が届きましたら、記載事項を

確認してください。

有効期限が切れた被保険者証は、はさみで切るなどして

「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」が

必要な方はお手続きをお願いします！

　「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」とは、医療機関にかかる際の窓口負担や

食事代の減額証明として交付される認定証です。

　既に認定証の交付を受けている方は、８月１日から使用する認定証を７月下旬に被保険者証と一緒に郵

送いたします。ただし、６月以降に交付を受けた方は郵送されない場合がありますので、届かない場合は

手続きが必要です。

・国民健康保険の方

・後期高齢者医療保険の方

引き続き認定証が必要な方は、健康福祉課窓口にて申請を行なってください。

処分してください。

　また、「後期高齢者医療被保険者証」と「国民健康

保険被保険者証兼高齢受給者証」については負担割合

も更新されます。前年の所得などにより再判定された

負担割合が記載されておりますのでご確認ください。

　なお、就職等で社会保険等に加入された場合は、国

民健康保険喪失の手続きが必要となりますので、ご注

意ください。

岸　あさよ　さん（向町）伊藤　英子　さん（下白川）

　長生きの秘訣を聞くと「何でも食べること」と話
す岸さん。納豆やヨーグルト等の発酵食品を沢山食
べているそうです。また、1～ 2 時間程の草むしり
を毎日欠かさずされており、足腰の筋力維持に努め、
元気に過ごされています。友達の家へお茶飲みに行
くことも楽しみのひとつだと話してくれました。
　ご家族からは「好きなことをして生きる」ことが
長生きの秘訣だと話してくれました。

　煮物やみそ汁など家庭料理が得意で、今でもお正
月やお盆には棒たらや昆布をたくさん煮て、町内に
住む娘さんなどにお裾分けするほどの腕前だそうで
す。元気の秘訣は、毎日の畑仕事と近所の皆さんと
の世間話だそうで、特に一番の楽しみは、孫やひ孫
が会いに来てくれることだと話してくれました。

お二人の方が１００歳を迎え、町より長寿のお祝いが贈呈されました。この度は誠におめでとうございます！

介護保険に関するお知らせ

歯周病検診を受けましょう！

　高齢期における健康を維持し、食べる楽しみをいつまでも得られるよう、歯を失う大きな原因とな

る歯周疾患を予防しましょう。対象者へは、７月２１日付けで受診券や受診票などを送付しています。

対　象

場　所

期　間

料　金

申込方法

持ち物

その他

昭和２２年４月１日から昭和２３年３月３１日に生まれた方で、後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方

山形県歯科医師会に所属している歯科医院

令和５年８月１日から令和５年１２月３１日まで

無料

受診予約時、歯科医院に「山形県後期高齢者医療広域連合の歯周疾患検診」であることを伝えてください。

受診券、受診票、保険証

体調が優れない場合は受診を見合わせて、体調が落ち着いてから受診をしてください。

〇お問い合わせ先　　健康福祉課　医療介護保険室          山形県後期高齢者医療広域連合　事業課

　　　　　　　　　　☎４３－３１１７(内線６０９)　　　　☎０２３７－８４－７１００

〇お問い合わせ先　　健康福祉課　医療介護保険室　(内線６０９)

介護保険負担限度額認定証をお持ちの皆様へ

　令和４年度に交付した認定証の有効期限は７月３１日までです。今年度も引き続き介護施設な
どをご利用になる場合は、忘れずに更新申請を行ってください。

必要書類

申請書、印鑑、介護保険被保険者証、マイナンバーのわかるもの、

預貯金などを確認できるもの ( 通帳など )

新しい介護保険負担割合証を交付します

　要介護（支援）認定を受けている方に交付している、令和４年度分介護保険負担割合証の有効
期間が７月３１日までとなっております。
　令和５年度分（有効期間：令和 � 年 � 月 � 日～令和６年７月３１まで）の介護保険負担割合証
については、７月下旬に郵送にて交付します。

〇お問い合わせ先　健康福祉課　医療介護保険室（内線 604）

１００歳おめでとうございます！
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Photonews

　町と友好協力宣言を締結している日本福祉大学は学
園創立７０周年を迎えました。５月２６日（金）、愛知
県東海市にある日本福祉大学東海キャンパスにて、髙
橋町長が最上町に関する講演を行いました。今回は、
経済学部の３年生を対象にした「経営者特別講義」の
ゲスト講師として、最上町のまちづくり政策を紹介し
ました。
　「自治協働のまちづくり」の実践について熱く語る町
長の姿に、参加した約８０人の学生たちも終始真剣な
面持ちで聞き入っていました。

まち
トピ

本福祉大学の学生へ髙橋町長が講演日
ードレース大会が開催されましたロ

２回ワイルド

エドベンチャースクール第

　第２回ワイルドエドベンチャースクールが６月３日
（土）に萱場地内、山刀伐峠を会場に田植えとトレッキ
ングが実施されました。雨天の中の田植えでしたが、
参加者は全身泥だらけになりながら、一生懸命苗を植
えていました。この活動を通して、作物を作る大変さや、
ありがたみを感じてもらえたと思います。トレッキン
グは、木や草花の名称などを教えてもらいながら山刀
伐峠を歩き、一日を通して非常に有意義な活動になり
ました。

域と共に見守る『大アカマツの森』地
　６月２７日（火）、東法田で開催された大アカマツの
森自然学習体験に向町小４年生、大堀小５年生らが参
加しました。昨年の植樹祭から１年が経過し、自分た
ちが植えた苗木が今どうなっているか、そして二代目
アカマツは元気に育っているか等をしっかり観察しな
がら、この森を豊かにしていくために必要な作業を地
域の方々と協力して行いました。
　配られた写真と見比べながら昨年の苗木を探してい
くと、中には枯れているものもありましたが、一度雪
で折れた付近から新しい枝が伸びて小さく再生してい
るものも見つかり、これからの強風や積雪に負けない
よう保護する作業を行いました。
　最後にはこの地のアカマツで作られた楽器による演
奏も披露され、駆け付けた園児たちの元気な歌声が重
ねられた美しい音色が故郷の大地に響き渡りました。

　最上町小学校スポーツ交流会が６月２１日（水）に向
町小学校を会場に開催されました。大堀小学校と向町小
学校の６年生が参加し、両校児童の交流と連帯感の向上
を目的とした、両校混合のドリブルリレーが行われまし
た。
　チーム内で作戦を立てながら３回のタイム測定を行な
い、タイムの短縮に喜ぶ姿や、応援し合いながら両校の
児童が楽しく交流する姿が見られました。冬のスポーツ
交流はスキー教室を実施する予定です。

学校のスポーツ交流会が

行なわれました小

　６月２日（金）、最上中学校を会場に職業体験学習「もが
み未来塾」が開催されました。昨年に続いて２回目の開催
ですが、今年は最上中学校の全校生徒に加えて最上校の生
徒も参加しました。当日は、町内外からご協力いただいた
１２の事業所等が体験ブースをセッティングし、生徒の皆
さんは、一人二つの仕事を選択して体験しました。普段は
触れることのできない専門の道具を操作したり、それぞれ
の仕事の具体的な内容ややりがい等の話を聞いたりでき、
将来の職業選択に向けて、貴重な体験の機会となりました。
　今後、最上中学校では２・３年生が職場を訪問し、体験
学習を通してキャリア学習を深めていきます。

職
業体験学習

「もがみ未来塾」が開催されました

きくな～れ

園児らがさつまいもの植付大

　６月 8 日（木）晴天に恵まれたこの日、あた
ごこども園と大堀保育所の年中児が、赤倉の産
直ゆけむりが管理している畑でさつまいもの植
付を行いました。産直ゆけむりの皆さんの指導
を真剣な眼差しで聞き、「大きくな～れ」と声
をかけながら、産直会員のみなさんと一緒に苗
を植えました。園児らは秋にたくさんのさつま
いもが収穫できることを楽しみにしていまし
た。

　2023 最上町ロードレース大会が 6 月 11 日（日）、最上西公
園特設コースを会場に開催されました。今大会は、最上町在
住者に限定せず、町外参加者の募集も行い川西町、新庄市、
金山町、舟形町、戸沢村などから７９名の参加をいただきま
した。当日はあいにくの雨模様となりましたが、すべての参
加者が無事に完走致しました。
　前回同様、前走・ペースメーカーとして県縦断駅伝 新庄・
最上チームの板垣 新一監督をはじめ、上石 敦士、奥山 智広、
菅 一生、野口 颯 選手の参加もあり、閉会式ではプレゼンター
をしていただき、たいへん盛り上がりました。沿道からのた
くさんのご声援、応援ありがとうございました。
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防団操法大会に６チームが出場消

民スポーツ大会の最上町

実行委員会総会が開催されました国 　６月２９日（木）に最上町中央公民館大ホールにて、「第

７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会最上町実行

委員会第１回総会」を開催しました。実行委員会委員３２

人の参加のもと、令和４年度に開催された第７２回全国高

等学校スキー大会アルペン競技実績報告、令和５年度の事

業計画、予算などが審議され全ての議案が可決されました。

　出席委員からは、国民スポーツ大会後のスキー大会の招

致についての取り組みや、昨年度の全国高等学校スキー大

会の反省点を旅館で共有し、国民スポーツ大会に向けて改

善を図りながら受入れ体制を整備する必要があるのでは、

といった意見が出されました。

　最上町実行委員会では大会成功に向け準備作業を進めて

まいります。

かねた　かつお
金田　勝雄（月楯）

査委員に金田勝雄氏が

再任されました監
　最上町「地域の宝」登録事業は、これまで地域に慣れ親しまれ、受け継がれてきた有形・無形の文化資源等を
将来にわたって継承していくとともに、地域資源を再発見し保存・活用することで、地域における文化の振興及
び町民の伝統的な文化に対する意識の向上を図ることを目的としています。
　今月号では、今回登録された最上町「地域の宝」をご紹介します。

　鵜杉神楽舞は、毎年１月２日の年のはじめに、神主の御祈

祷にはじまり、お札をいただき、柳原及び鵜杉の各家庭を訪

問し、祈祷済みのお札を配り、悪魔払い、家内安全、身体堅固、

交通安全を祈願するなど集落の伝統行事となっています。

最上町「地域の宝」に３件が登録！

　７月２日（日）に最上広域消防署東支署で町消防団操法大会が
開催されました。今年は昨年同様、小型ポンプ操法で６チームが
出場しました。大会では、分団代表の各チームが指揮者を中心に
統率のとれた操法技術を披露し、約２週間にわたって行われた練
習の成果を如何なく発揮しました。
　晴天に恵まれ、日差しの強い猛暑の中、ヘルメットに訓練服で
競技を行った選手の皆さん、関係者の方々、大変お疲れ様でした。

優　勝　　下白川消防団
準優勝　　赤倉消防団
第３位　　瀬見消防団

　６月定例議会において、令和５年６月３０日を

もって任期満了となる町監査委員の金田勝雄氏（月

楯）が再任されました。任期は令和５年７月１日か

ら令和９年６月３０日までとなります。

　最上町消防団操法大会順位

優勝した下白川消防団

登録番号第１号　◆無形　風俗慣習

鵜杉神楽舞（鵜杉）

　笹森（古名：篠森）は、現在の国道 47 号線が敷かれる前、

明神新屋地区から現在の笹森開拓地区を通り、国分大明神神

社が建つ古来藩政時代の番所（通称：口止め番所の異名）に至っ

たと云われています。貴重な文献「新庄領　村艦」には、「当

村枝郷笹森村者仙台江の駅場成、番所有り番人佐藤久兵衛古

来より被成下高拾四石六斗余にて代々帯刀御免なり」と記載

されています。

　法田中の中西観音堂は、小国西国三十三観音の８番札所で、

「小国七観音」の一つともされています。七観音詣りの信者を

はじめ、郷中の信者をあつめたお堂と伝えられ、本尊には馬

頭観音観世音菩薩が祀られています。見事な龍の欄間や、格

天井にはびっしりと絵が描かれるなど豪華に堂内が飾られて

います。

　きれいな川で住みよいふるさと運動は、河川海岸愛護に対す

る意識の醸成と、美しく快適で豊かな環境づくりを目的に、市

町村、関係団体の積極的な参加とご協力のもと、昭和５２年か

ら実施されてきました。運動４７年目となる令和５年度も、約

２，０００名の町民と関係団体協力のもと町内一斉河川清掃を

実施しました。ご協力いただいた、町民・関係団体の皆様、大

変ありがとうございました。

れいな川で住みよいふるさと運動き

登録番号第３号　◆有形　建造物等

中西観音堂（法田中）

登録番号第２号　◆有形　建造物等

国分大明神神社（笹森）



広報もがみ　№８６８　【１６】【１７】　広報もがみ　№８６８

最上町ホームページ
https://town.mogami.lg.jp/ i n f o rma t i o n

申込書の送付先 ： 総務企画課まちづくり推進室

有料広告のお問い合わせ ： ０２３３－４３－２２６１

広報もがみへ広告を掲載してみませんか？
９月号掲載をお考えであれば８月２１日までご相談ください！ /

読み込むと回答

フォームが開きます

お
知
ら
せ

くらしの情報

７月号

地
震
防
災
対
策
の
現
状
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

　　大
規
模
地
震
に
よ
る
被
害
は
、

主
に
津
波
・
揺
れ
・
火
災
に
大
別

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
被
害
に
対

し
て
、
避
難
施
設
の
整
備
や
建
築

物
の
耐
震
化
等
の
対
策
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
津
波
か

ら
い
ち
早
く
避
難
す
る
意
識
の
徹

底
や
、
日
頃
か
ら
の
備
え
の
再
確

認
を
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
迷
わ

ず
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
も
、
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　　こ
の
度
、
内
閣
府
で
は
、
今
後

の
防
災
対
策
に
活
か
す
た
め
、
日

頃
の
防
災
意
識
や
対
策
等
に
関
す

る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
方
に
ご
回
答
頂
き
た
く
、

ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
通
し
て
、
皆
様
一
人
一
人
が
防

災
意
識
を
高
め
、
日
頃
か
ら
災
害

へ
の
備
え
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
と
幸
い
で
す
。

▼
回
答
フ
ォ
ー
ム

『
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
』

に
よ
る
結
婚
相
談
会

▼
日
時
　　７
月
30
日(

日)

午
後
２
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
場
所
　山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

「
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
」

▼
対
象
　　結
婚
を
希
望
す
る
方

ま
た
は
そ
の
ご
家
族

(

予
約
制

)

男
女
各
25
名
程
度

▼
内
容
　　婚
活
の
仕
方
な
ど
の
個

別
相
談
や
プ
ロ
に
よ
る
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
写
真
撮
影
な
ど
様
々
な
ブ
ー
ス

を
設
け
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
参
加
費
　　５
０
０
円(

別
途
必

要
に
応
じ
て
負
担
有)

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　や
ま
が
た

　　ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　　　

　　☎
０
２
３-

６
１
５-

８
７
５
５

子
育
て
世
帯
へ
の

給
付
金
に
つ
い
て

▼
最
上
町
子
育
て
世
帯
物
価

高
騰
対
策
支
援
給
付
金
　

　　最
上
町
で
は
、
食
費
等
の
物
価

高
騰
等
に
直
面
す
る
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
に
対
し
、
そ
の
実
情
を

踏
ま
え
幅
広
く
生
活
支
援
を
行
う

観
点
か
ら
、
町
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
「
最
上
町
子
育
て
世
帯
物

価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金
」
を

支
給
し
ま
す
。

▼
給
付
額
　　

　　対
象
児
童
一
人
に
つ
き
３
万
円

▼
令
和
５
年
度
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
(
そ

の
他
世
帯
分
)
　

　　食
費
等
の
物
価
高
騰
等
に
直
面

す
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対

し
、
国
か
ら
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

▼
給
付
額
　　

　　　対
象
児
童
一
人
に
つ
き
５
万
円

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　こ
ど
も
支
援
課

　　こ
ど
も
家
庭
支
援
室

　　☎
４
３-

２
２
４
７

明
る
い
も
が
み
夏
の
安
全

町
民
運
動

　　７
月
21
日
か
ら
８
月
20
日
ま
で 

「
明
る
い
も
が
み
　　夏
の
安
全
町
民

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　　夏
は
長
期
休
暇
や
暑
さ
に
よ
る

気
の
ゆ
る
み
や
疲
労
、
海
や
川
で

の
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
か
ら
交
通
事
故
や

水
の
事
故
等
が
多
く
な
り
、
ま
た
、

青
少
年
の
非
行
や
身
近
な
犯
罪
等

も
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
事
故
や
レ

ジ
ャ
ー
事
故
の
防
止
、
青
少
年
の

健
全
育
成
、
各
種
犯
罪
の
予
防
に

努
め
、
事
件
、
事
故
が
無
い
よ
う

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▼
明
る
い
も
が
み”

夏
の
安
全

町
民
運
動
　４
つ
の
重
点

◎
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
じ
め
・

　　非
行
及
び
犯
罪
被
害
防
止

◎
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

　　防
止
・
飲
酒
運
転
撲
滅

◎
海
・
山
・
川
で
の
事
故
防
止 

～

　　安
全
に
夏
を
過
ご
す
た
め
に
～

◎
身
近
な
犯
罪
等
の
防
止
～
み
ん

　　な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
の

　　ま
ち
～

　〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　総
務
企
画
課
危
機
管
理
室

　　☎
４
３-

２
１
１
１

読み込むと HP へ

アクセスできます

▼
実
施
期
間
　７
月
１
日
～
８
月

31 

日

(
終
了
予
定
)

▼
留
意
事
項
　　

　　◇
回
答
の
際
、
次
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。◎
回
答
は1

 

人

1

回
限
り
と
な
り
ま
す
。◎
回
答
の

途
中
で
、
回
答
状
況
を
一
時
保
存

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。◎
選
択

式
の
設
問
は
該
当
す
る
選
択
肢
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

記
述
式
の
設
問
は
可
能
な
限
り
具

体
的
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。◎
回
答

内
容
は
、
個
人
が
特
定
で
き
な
い

形
で
と
り
ま
と
め
、
今
後
の
防
災

対
策
の
検
討
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　内
閣
府 

政
策
統
括
官

(
防
災

　　担
当
)
付 

参
事
官

(
防
災
計

　　画
担
当
)
付

お問い合わせ

フォームが開きます

令
和
５
年
度

「
緑
の
募
金

運
動
」
に
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　　令
和
５
年
度
　緑
の
募
金
運
動

を
４
月
１
４
日
か
ら
５
月
末
ま
で
の

期
間
に
実
施
し
ま
し
た
。
町
内
の

皆
様
か
ら
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
２
９
１
,
０
５
１
円
の

募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　　集
ま
っ
た
募
金
は
、
公
益
財
団

法
人
や
ま
が
た
森
林
と
緑
の
推
進

機
構
に
寄
付
し
、
全
国
各
地
の
緑

づ
く
り
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　　ま
た
、
寄
付
金
の
半
分
は
、
公

益
財
団
法
人
や
ま
が
た
森
林
と
緑

の
推
進
機
構
か
ら
最
上
町
に
交
付

さ
れ
、
町
内
の
各
小
学
校
や
幼
児

教
育
施
設
で
緑
化
活
動
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

▼
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様

町
内
全
集
落
、
(
有
)
最
上
ケ
ー

エ
ス
、
(
有
)
高
橋
建
設
、
佐
藤

電
気
管
理
事
務
所
、
森
紙
店
、
佐

藤
電
気
工
業

(
有
)
、
(
有
)
高

橋
産
業
、
貢
電
設
、
ウ
ェ
ル
ス
ハ
シ

モ
ト
、
(
有
)
本
郷
自
動
車
、
(
株
)

井
上
自
動
車
整
備
工
場
、
最
北
砕

石

(
株
)
、
建
築
結
城
、
サ
ン
ホ
ー

ム
渡
部
建
築
、
(
有
)
髙
木
建
設
、

(
有
)
下
山
商
会
、
(
株
)
下
山

製
材
、
(
株
)
も
が
み
木
質
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
(
株
)
最
上
町
地
域
振

興
公
社
、
(
株
)
最
上
振
興
、
結

城
工
務
店
、
(
株
)
Ｍ
Ｇ
Ｍ
、
(
株
)

小
川
建
設
、
(
株
)
結
城
林
業
、

押
切
政
志
建
築
設
計
事
務
所
、

(
株
)
押
切
鐵
工
所
、
(
有
)
菅

板
金
店
、山
田
建
設

(
株
)
、(
株
)

丸
保
大
沼
組
、
(
有
)
大
場
設
備

(
６
月
９
日
現
在
)

　　募
金
運
動
へ
の
ご
協
力
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　農
林
振
興
課
農
林
振
興
室

　　☎
４
３-

２
１
５
０

「
農
地
利
用
状
況
調
査
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
ま
す

こ
れ
ま
で
農
地
と
し
て
利
用
さ
れ

て
き
た
土
地
が
、
耕
作
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
・
担
い
手
不
足
な
ど

の
理
由
で
耕
作
さ
れ
な
く
な
る
農

地

(
遊
休
農
地
)
が
全
国
的
に
増

加
し
て
お
り
ま
す
。
最
上
町
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
り
、
今
後
さ
ら

に
深
刻
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

そ
の
発
生
防
止
・
解
消
を
目
的
に

町
内
全
域
の
農
地
の
耕
作
状
況
を

確
認
す
る
調
査

「
農
地
利
用
状

況
調
査
」
を
農
業
委
員
・
推
進

委
員
な
ど
が
調
査
員
と
な
り
実
施

動画を是非

ご覧ください！

い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
員
に
つ
い
て
　　

　　調
査
員
は
農
業
委
員
会
の
腕

　　章
・
帽
子
な
ど
を
着
用
し
身
分

　　証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　農
業
委
員
会
事
務
局

　　☎
４
３-

２
０
１
７

ろ
う
き
ん
と
最
上
町
と
の

提
携
ロ
ー
ン

「
生
活
応
援
ロ
ー
ン
」

　　最
上
町
と
東
北
労
働
金
庫
が
提

携
し
低
利
で
融
資
す
る
制
度
で

す
。

▼
使
い
み
ち
　　生
活
資
金
全
般
・

自
動
車
購
入
・
教
育
資
金
・
医
療

介
護
費
・
冠
婚
葬
祭
費
・
家
電
購

入
費
等
、
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
但
し
、
事
業
資
金
、
投
機

目
的
資
金
、
負
債
整
理
資
金
は
除

き
ま
す
。

▼
融
資
対
象
者
　　　最
上
町
に
お

住
ま
い
の
勤
労
者
の
方
で
、
会
社

や
商
店
に
一
年
以
上
勤
務
し
て
い

る
方

▼
融
資
金
額
　　

　　　１
０
０
万
円
以
内
～

　　　３
０
０
万
円
以
内

▼
融
資
金
利
　　固
定
金
利
　年

１
.
25
％
～
年
２
.
75
％

▼
融
資
期
間
　　

　　　７
年
～
10
年
以
内

※

ご
融
資
金
額
、
ご
融
資
金
利
、

ご
融
資
期
間
は
、
お
使
い
み
ち
に

よ
り
分
か
れ
ま
す
。

▼
保
証
　　労
働
金
庫
指
定
の
保

証
機
関
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

※

保
証
料
は
労
働
金
庫
が
負
担
し

ま
す
。

▼
そ
の
他
　　ロ
ー
ン
の
詳
細
は
、

労
働
金
庫
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
労
働
金
庫
の
店
頭
で
、
返
済
額

　　の
試
算
を
行
い
ま
す
。

◎
労
働
金
庫
の
審
査
の
結
果
、
ご

　　融
資
で
き
な
い
な
ど
、
ご
希
望

　　に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　　の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

　　だ
さ
い
。

※

２
０
２
３
年
４
月
１
日
現
在

〇
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　　東
北
労
働
金
庫
新
庄
支
店

　　☎
２
２-

７
１
５
１

　　商
工
観
光
課

　　☎
４
３-

２
３
４
０

令
和
５
年
度

「
お
く
の
ほ
そ
道
」

最
上
町
俳
句
大
会

　元
禄
２
(
１
６
８
９
)
年
、
松

尾
芭
蕉
が
旅
の
途
中
に
３
日
間
逗

留
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
際
に
詠
ん

だ
句
が
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
に
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
俳
聖
松
尾
芭

蕉
ゆ
か
り
の
最
上
町
か
ら
、
俳
句

を
通
し
、
人
の
つ
な
が
り
と
心
の

和
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
、

最
上
町
俳
句
大
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

▼
応
募
規
定
　　◇
一
般
・
高
校

生
の
部
１
人
３
句
ま
で
。
お
題
：

１
句
は
湯

(
温
泉
)
を
取
り
入
れ

た
句
◇
小
中
学
生
の
部
・
・
・1

人
１
句
と
し
、
お
題
は
自
由
と
す

る

▼
投
句
方
法
　　　投
句
用
紙
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
小
中
学
生

の
場
合
は
、
学
校
名
学
年
を
お
願

い
し
ま
す
。

※

投
句
用
紙
は
Ｈ
Ｐ
上
、
も
し
く

は
左
記
投
句
先
に
て
入
手
で
き
ま

す
。

▼
投
句
先
　　

◎
直
接
投
句
箱
へ
投
句
す
る
場
合

封
人
の
家
・
お
く
の
ほ
そ
道
赤
倉

ゆ
け
む
り
館
・
最
上
町
中
央
公
民

館◎
郵
送
す
る
場
合

投
句
用
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
最

上
町
中
央
公
民
館
の
住
所
へ
郵
送

す
る
こ
と
(
Ｆ
Ａ
Ｘ
・メ
ー
ル
も
可
)

▼
募
集
期
間
　　令
和
５
年
７
月
１

日
　～
10
月
31
日
　当
日
消
印
有
効

皆
様
か
ら
の
ご
投
句
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　最
上
町
中
央
公
民
館

　　☎
４
３-

２
３
５
０

職
員
採
用
Ｐ
Ｒ
動
画
が

完
成
し
ま
し
た
！

電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
さ
せ
る

架
空
請
求
詐
欺
に
注
意
を

　　「
有
料
サ
イ
ト
未
納
料
金
」
や

「
ウ
イ
ル
ス
感
染
し
た
パ
ソ
コ
ン
の

復
旧
費
用
」
等
の
名
目
で
電
子
マ

ネ
ー
を
購
入
さ
せ
て
お
金
を
だ
ま

し
取
る
手
口
の
詐
欺
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　警
察
で
は
、
こ
う
し
た
詐
欺
の
被

害
を
防
ぐ
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
の
店

舗
に
対
し
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
す

る
お
客
様
に
購
入
理
由
等
を
確
認

す
る
声
が
け
や
詐
欺
の
疑
い
が
あ

る
場
合
の
警
察
へ
の
通
報
を
依
頼

し
て
い
ま
す
。

　「
電
子
マ
ネ
ー
の
番
号
を
教
え

て
」
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。

電
子
マ
ネ
ー
を
買
う
前
に
警
察
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　新
庄
警
察
署
生
活
安
全
課

　　☎
２
２-

０
１
１
０
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紅梅荘・最上ふれあい学園
やすらぎ・さくら

お気軽にご相談、ぜひ一度見学においでください。
U ターン、I ターンの方もご相談ください。
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３か月前 ２か月前 ３か月後１か月前 １か月後 ２か月後

出産予定日※

出産予定日※

戸籍の窓口

最上町の人口

６月
全 人 口　　７，６６３人　（うち、外国人８０人）

　　　男　　３，７５７人　（うち、外国人　６人）

　　　女　　３，９０６人　（うち、外国人７４人）

世帯総数　　２，７７６世帯

生れた人　　　　　　２人

亡くなった人　　　１２人

転入　　　　　　　１８人　（うち、外国人１２人）

転出　　　　　　　１６人　（うち、外国人　１人）

前月比　　　　　　　８人減

令和５年６月３０日までの届出分まで

産前産後期間の国民年金保険料が免除されます！

〇お問い合わせ先　町民税務課　町民生活室　☎４３－２０１２

●出産予定日の6ヶ月前から届け出ができます

●手続きに必要なもの・・・国民年金被保険者関係届書（申出書）、母子手帳、マイナンバーがわかるもの

※現在、保険料免除制度を利用されている方も手続きが必要になります。

保険料納付が免除される期間保険料納付が免除される期間

・出産予定日または、出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除されます。

・多胎妊娠（２人以上の赤ちゃんを同時に出産）の場合は、出産予定日または出産日が属する月の

　３か月前から最大６か月間の国民年金保険料が免除されます。

※出産とは、妊娠８５日（４か月）以上の出産を言います（死産、流産、早産された方を含みます）

免除対象期間 （■色のついた部分が免除期間）

※届け出が出産後の場合「出産日」

単胎の方

多胎の方

最上町議会議員選挙
　今回の選挙は、今後の町政を進め

るうえで極めて重要な選挙です。有

権者の皆様が、こぞって投票される

とともに、明るい選挙の推進につい

てご協力をお願いします。

〇告示日　　令和５年８月１日（火）

〇投票日　　令和５年８月６日（日）　　午前７時から午後７時まで

〇開　票　　【日時】　令和５年８月６日（日）　　午後８時から

　　　　　　【場所】　最上町コミュニティセンター　大ホール

※開票結果については、町
ホームページ及びインフォカ
ナルにてお知らせ致します。

投票入場券は、

ハガキで
個人宛に
郵送されます。

投票日に都合がつかない場合は、 期日前投票をお勧めします

【期間】　令和５年８月２日（水）から８月５日（土）

【場所】　最上町コミュニティセンター　大ホール　ロビー

【時間】　午前８時３０分から午後８時まで

期日前

投　 票 〇お問い合わせ先

最上町選挙管理委員会

☎０２３３－４３－２１１１

８８ ６６月 日は

アプリのダウンロードはこちらから

Ａｎｄｒｏｉｄ ｉＰｈｏｎｅ用用
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最上町の
let's 

Challenge！

このコーナでは最上町の紹介したい人をお知らせします！

自
転
車
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
（※

）

佐
藤

　陽
輝

　平成１７年生まれ。山形県立新庄神室産業高等学
校。自転車競技部主将。趣味は自転車、温泉。好き
な言葉は「意志あるところに道は開ける」。

　「
自
転
車
競
技
に
さ
さ
げ
て
き
た

集
大
成
と
し
て
、
今
ま
で
や
っ
て

き
た
全
て
の
力
を
そ
こ
に
ぶ
つ
け

た
い
」
そ
う
意
気
込
む
高
校
３
年

生
の
佐
藤
陽
輝
さ
ん
。
佐
藤
さ
ん

は
８
月
６
日
に
、
北
海
道
で
行
な

わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
自
転
車

競
技
の
ロ
ー
ド
部
門
に
出
場
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
元
々
は

年
中
の
頃
か
ら
始
め
た
競
技
ス

キ
ー
を
兄
弟
で
行
な
っ
て
い
ま
し

た
。
小
学
校
３
年
生
か
ら
ド
リ
ー

ム
キ
ッ
ズ
の
選
考
会
に
応
募
し
見

事
合
格
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
学
３
年
生
の
夏
に

ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
の
事
業
で
自
転

車
競
技
に
関
わ
り
、
自
分
の
身
体

能
力
の
特
性
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
感

じ
高
校
か
ら
そ
の
道
へ
進
み
ま
し

た
。「
競
技
ス
キ
ー
の
、全
身
を
使
っ

た
様
々
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
集
中

力
、
辛
い
と
き
に
力
を
ふ
り
絞
る

精
神
力
が
自
転
車
に
生
か
さ
れ
て

い
る
」。
自
転
車
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
は
全
力
ペ
ダ
リ
ン
グ
を
し
、
足

が
動
か
な
く
な
る
ま
で
に
、
極
限

の
状
態
に
身
体
を
追
い
込
ん
で
い

き
ま
す
。
こ
う
し
た
日
々
の
努
力

が
実
を
結
ん
だ
の
は
、
今
年
６
月

に
開
催
さ
れ
た
ロ
ー
ド
の
東
北
大

会
で
す
。
77
㎞
を
約
２
時
間
半
で

走
る
過
酷
な
競
技
で
、
佐
藤
さ
ん

は
優
勝
争
い
を
繰
り
広
げ
２
位
入

さ
ん

Vol.３

18
歳
　
＝
赤
倉
地
区
＝

さ
と
う
　
　
　
　
は
る
き

　
定
期
的
に
「
最
上
町
の
レ
ッ
ツ

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
町
民
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
出
演
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
近
所
の

紹
介
し
た
い
方
、
夢
に
向
か
っ
て

頑
張
る
子
供
、
大
人
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
な
ど
、
ど
な
た
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
詳
細
は
最
上
町
役
場
総

務
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
広

報
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
４
３-

２
２
６
１

このコーナーに出てみませんか？

最
上
町
か
ら
自
転
車
で
全
国
の
舞
台
へ

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。「
自
分
で

レ
ー
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

強
い
走
り
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き

た
」、「
８
月
に
開
催
さ
れ
る
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
は
入
賞
を
目
指
し
て

全
力
で
頑
張
り
ま
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
今
年
を
持
っ
て
自

転
車
競
技
の
道
を
引
退
し
ま
す
が
、

努
力
し
て
き
た
３
年
間
が
【
青
春

は
密
】
と
言
え
る
よ
う
な
レ
ー
ス

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
は
「
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
仕

事
を
し
な
が
ら
、
身
体
を
動
か
す

楽
し
さ
を
教
え
ら
れ
る
よ
う
な
活

動
を
し
た
い
。」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
全
国
大
会
入
賞
を
目
指
す

佐
藤
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

※

対
象
は
小
学
校
２
年
生
以
上
で
イ

　
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
き
る
方

※

取
材
後
、
掲
載
ま
で
は
少
々
時
間

　
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

　
さ
い
。

※

掲
載
に
は
必
ず
写
真
を
撮
影
さ
せ

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
取
材
に
つ
い
て
】

※ドリームキッズとは山形県スポーツタレント発掘
事業として小学３～４年生までが受験できるオー
ディションです。年間 4００名程度が受験し倍率は
約 13倍と言われ、優秀なスポーツ選手の育成を行
なう山形県教育委員会の事業です。

自転車競技はトラックとロードの部門が
あり、佐藤さんはロード部門を得意とし
ている。

６月に行われた東北大会ロード部門では
最後まで優勝争いを繰り広げた


